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ここがポイント！【研究内容】

在室者の健康・快適・知的生産性を実現する
建築室内環境の設計手法に関する研究
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人にとって、最も身近で重要な環境は、「空気」です。空気の温
湿度、空気中に含まれる汚染物質、においなど、室内空気の質
IAQ（Indoor Air Quality）は在室者の健康と快適性、さらには知
的生産性に大きな影響を及ぼします。快適で清浄な室内空気の維
持は人々の健康と幸福にとって不可欠なものであり、空気環境の
デザインは建築にとって極めて重要です。人にとってどのような
空気が望ましいか？ 効率が高く快適な環境を作る換気方法は？
エネルギー削減に貢献する換気方式は？ 様々な問いに答えるべ
く、研究を進めています。

高効率換気、感染防止、自然エネルギー利用、空気質（IAQ）、
室内気流

応用分野 建築設備設計、建築環境デザイン、におい・香り環境設計
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